21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

（化学研究所）　栗原達夫

演者：Marinus Pilon（コロラド州立大学 Assistant Professor、USA）

演題：Metal cofactor assembly and homeostasis in plastids
　　（プラスチドにおける金属補因子の構築と恒常性）
場所・日程：化学研究所・2003年11月4日（火）

総参加者概数：30名

講演内容：
　タンパク質の多くは機能発現や構造維持のために金属イオンを要求する。例えば光合成系を構成するタンパク質群には、鉄、マグネシウム、マンガン、銅が含まれている。Pilon 博士の研究室では、光合成を担う植物プラスチドへの金属イオンの取り込み機構やタンパク質への金属イオンの取り込み機構に関する詳細な研究が行われている。プラスチド内膜に局在する銅トランスポーター PAA1、チラコイド膜に局在する銅トランスポーター PAA2、プラスチド局在性の銅シャペロンCpCCS と CpCopZ の構造と機能に関する興味深い最新の研究成果が紹介された。講演後の質疑応答も非常に活発に行われ、大変意義深い学術講演会となった。
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